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prof i le
　昭和 28 年７月１日生まれ。63 歳。大任町議会議員を 79 年から 90 年まで３期
務める。平成 17 年４月、大任町長選に初当選。平成 29 年４月大任町長選で再選
し４期目に突入。（旧）田川東高校 （現）東鷹高校卒。安永在住。

平成 29 年４月現在の主な役職
●福岡県町村会会長
●福岡県介護保険広域連合長
●福岡県自治会館管理組合長
●福岡県自治振興組合議長
●福岡県市町村振興協会理事長

●全国過疎地域自立促進連盟理事
●田川地区消防組合管理者
●田川郡東部環境衛生施設組合長
●田川地域国道整備促進期成会会長
●田川地区中等教育環境整備検討委員会委員長

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
　

　
　
町
を
躍
進
へ
と
　

　
　   

　
導
い
て
ゆ
く

平
成
29
年
４
月
４
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
大

任
町
長
選
が
告
示
さ
れ
、
永
原
譲
二
町
長
の
ほ

か
に
立
候
補
が
な
か
っ
た
た
め
、
４
期
連
続
で

無
投
票
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

平成29年度予算総額

97億4,192万円
永
原
町
政
４
期
目
へ
突
入

町
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

歳入は、町税など自主的な収入になる「自主
財源」と、国や県により定められた額を

交付されたり、割り当てられたりする「依存財源」の
２つに分けられます。この自主財源が多いほど行政
活動の自主性と安定性を確保することができます。

一般会計予算　54億9,393万円

自主財源（19％）

依存財源（81％）

（  ）内は構成比

歳出は、使用する目的によって民生費（老
人福祉や子育て支援などに使われるお

金）や公債費（道路や公園、町営住宅などを整備す
るときに借りたお金の返済に使われるお金）、土
木費（道路や町営住宅などの整備や維持管理に使
われるお金）などの各項目に分けられます。
　本年度の主な事業は光ファイバー整備などの予
算を計上。今後も計画的な経費削減を図りながら、

「最小の経費で最大の効果をあげる」より良いまち
づくりに取り組んでいきます。

特別会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して
経理する会計です。主にみなさんが支払う保険税や

水道代などでまかなわれています。平成28年度より、し尿処理・
じん芥処理・埋立処分施設建設事業特別会計が新設されました。

本年度 対前年度増減額

国民健康保険事業
特別会計 ９億1,874万円 ▲1,556万円

後期高齢者医療
特別会計 7,055万円 400万円

し尿処理・じん芥処
理・埋立処分施設
建設事業特別会計

30億7,195万円 22億7,564万円

水道事業会計 １億8,675万円 5,440万円

特別会計予算　42億4,799万円

地方債（借金）残高
区分 平成 27 年度末 平成 28 年度末（見込）

一般会計 101億1,713万円 94億5,690万円

区分 平成 27 年度末 平成 28 年度末（見込）

一般会計 31億2,418万円 32億7,425万円

基金（貯金）総額

　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約４億 7,758 万
円増額し、歳出削減に力を入れた当初予算を編成。特別会
計をあわせた予算総額、約 97 億 4,192 万円で平成 29 年
度のまちづくりに取り組んでいきます。

●
永
原
町
長
が
目
指
す
謙
虚
さ
と

有
言
実
行
で
築
く
ま
ち
づ
く
り　

　　
永
原
譲
二
町
長
は
当
選
後
に「
４
期
連

続
で
の
無
投
票
当
選
と
い
う
結
果
に
、
改

め
て
責
任
の
重
大
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
心
が
け
、
大
任
町
の
発

展
の
た
め
に
か
じ
取
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は「
今
後
も
道
の
駅
を
地
域
の
核
に
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
や
花
植
え
な
ど
の
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
内
に
、フ
ッ
ト
サ
ル
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き
る

よ
う
上
屋
付
多
目
的
広
場
を
建
設
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
町
内
へ

の
定
住
促
進
策
と
し
て
、
町
外
者
対
象
の

子
育
て
支
援
住
宅
32
世
帯
分
の
整
備
を

進
め
、
町
の
人
口
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
学
力
向
上
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
平
成
24
年
度
よ
り
小
学
校

高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
し
て

行
っ
て
い
る
無
料
学
習
塾《
お
お
と
う
未

来
塾
》の
対
象
を
平
成
29
年
５
月
か
ら
小

学
１
年
生
に
ま
で
広
げ
ま
す
」と
主
な
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
川
広
域
連
携
事
業
と
し
て
３

期
目
で
取
り
組
ん
だ
、
し
尿
・
じ
ん
芥
処

理
施
設
や
埋
め
立
て
処
分
場
の
建
設
、
田

川
広
域
定
住
自
立
圏
形
成
、
教
育
改
革

な
ど
に
つ
い
て
は「
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ
ひ

と
つ
克
服
す
る
こ
と
で
、
田
川
科
学
技
術

高
等
学
校
に
土
木
コ
ー
ス
の
導
入
や
給
付

型
奨
学
金
の
実
現
。
町
内
に
建
設
中
の

し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
お
よ
び
埋
立
処

分
場
の
建
設
も
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
お

り
、
目
に
見
え
る
結
果
と
し
て
、
表
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
職
員
と
も
ど
も

誠
心
誠
意
力
を
尽
く
し
て
い
き
、
誰
も
が

住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
尽

力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
話

し
ま
し
た
。

地方交付税
17 億 4,956 万円

地方債
13 億 8,641 万円

国庫支出金
９億 3,167 万円

繰入金
４億 8,385 万円

町税
３億 5,149 万円

使用料及び負担金
9,942 万円

諸収入
5,945 万円

分担金及び負担金
3,842 万円

その他
1,452 万円

県支出金
２億 5,587 万円

地方消費税交付金
7,140 万円

2,877 万円

その他
2,310 万円

地方譲与税

土木費
15 億 1,039 万円

教育費
３億 2,120 万円

公債費
11 億 3,516 万円

民生費
10 億 4,247 万円

総務費
８億 4,447 万円

農林水産費
１億 7,088 万円

衛生費
１億 5,820 万円

諸支出金
１億 1,916 万円

消防費
１億 917 万円

その他
1,138 万円

議会費
7,145 万円

歳入

歳出
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効
率
的
な
事
務
事
業
の
執
行
を
図
る
た
め
、
町
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（　
）
内
は
前
職

異
動
・
昇
格
・
再
任
用【
４
月
１
日
付
】

※
敬
称
略

■
課
長

▼
税
務
課
長
兼
住
民
課
長 
田
丸 
広
一 

（
産
業
経
済
課
兼
特
産
品
開
発
課
長
）

▼
事
業
課
長
兼
水
道
課
長 

杉
原 
博
文 （
教
育
課
長
）

▼
教
育
課
長 

鈴
木 

康
裕 （
事
業
課
長
）

▼
産
業
経
済
課
兼
特
産
品
開
発
課
長 
松
本 
英
明 （
水
道
課
長
）

■
副
課
長

▼
住
民
課
副
課
長 

楠
木 

英
二 （
住
民
課
課
長
補
佐
）

▼
事
業
課
副
課
長
兼
水
道
課
副
課
長 

藤
本 

秀
一 （
事
業
課
課
長
補
佐
）

▼
教
育
課
副
課
長 

内
村 

幸
男 （
住
民
課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）

■
課
長
補
佐

▼
税
務
課
課
長
補
佐
兼
徴
収
係
長 

安
武 

友
也 （
会
計
係
長
）

▼
住
民
課
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長 

穂
束 

賢
一 （
教
育
課
社
会
教
育
係
長
）

■
係
長

▼
総
務
企
画
財
政
課
企
画
係
長 

永
原 

毅 （
総
務
企
画
財
政
課
企
画
財
政
第
１
係
長
）

▼
総
務
企
画
財
政
課
財
政
係
長 

神
﨑 

恵 （
総
務
企
画
財
政
課
企
画
財
政
第
２
係
長
）

▼ 

住
民
課
戸
籍
・
衛
生
係
長 

岩
下 

啓
一 （
教
育
課
学
校
教
育
係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼ 

教
育
課
学
校
教
育
係
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

田
河 

伸
幸 （
税
務
課
係
長
）

▼ 

教
育
課
社
会
教
育
係
長（
ふ
る
さ
と
館
） 

志
満 

紀
郎 

係
長（
ふ
る
さ
と
館
）

▼
会
計
係
長 

渡
辺 

明
美 

（
住
民
課
戸
籍
係
長
）

▼
住
民
課
福
祉
係
長 

藤
村 

正
宏 

（
住
民
課
主
査
）

■
主
事

▼ 

総
務
企
画
財
政
課 

鎌
田 

馨
生 （
住
民
課
）

▼ 

総
務
企
画
財
政
課 

髙
木 

侑
斗 （
教
育
課
）

▼
住
民
課 

小
田 

健
二 （
事
業
課
）

▼
住
民
課 

朝
部 

千
菜
実 （
税
務
課
）

▼
住
民
課 

宮
本 

知
有 （
総
務
企
画
財
政
課
）

▼
事
業
課 

渡
邉 

研
策 （
住
民
課
）

▼
住
民
課 

渡
邊 

千
恵 （
議
会
事
務
局
）

▼
教
育
課 

永
原 

太
心 （
産
業
経
済
課
）

▼
産
業
経
済
課 

安
武 

洸
二 （
総
務
企
画
財
政
課
）

▼
議
会
事
務
局 

沖
島 

圭
子 （
島
台
隣
保
館
）

▼
総
務
企
画
財
政
課 

金
子 

純
子 （
住
民
課
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水道課　次谷 勝樹

 

職
員
人
事
異
動

■
新
規
採
用

▼  

産
業
経
済
課 

藤
川 

剛

▼  

水
道
課 

次
谷 

勝
樹

■
再
任
用

▼
会
計
管
理
者 

桑
野 

敏
朗

退
職
者【
３
月
31
日
付
】※
敬
称
略

■
退
職
者

▼  

二
宮 

達
夫 （
税
務
課
長
）

▼
桑
野 

敏
朗 （
住
民
課
長
）

▼
小
野
原 

敦
子 （
住
民
課
衛
生
係
長
）

▼
盛
坪 

清
子 （
教
育
課
主
査
）

問
総
務
企
画
財
政
課 

人
事
係

☎
63
・
３
０
０
０

新
し
い
先
生
を
迎
え
着
任
式

　

４
月
１
日
、
大
任
小
学
校
・
今
任
小
学
校
・

大
任
中
学
校
に
新
た
に
着
任
し
た
教
諭
等
の

着
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
着
任
し
た
先
生
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。（　
）
内
は
前
学
校　
※
敬
称
略

●
大
任
小
学
校

▼
白
石 

毅 

校
長
先
生（
今
任
小
学
校
）

▼
荒
川 

正
史 

先
生（
教
育
事
務
所
）

▼
宮
崎 

淳
子 

先
生（
今
任
小
学
校
）

▼
白
土 

創 

先
生（
川
崎
小
学
校
）

▼
朝
比
奈 

真
弓 

先
生（
大
任
中
学
校
）

▼
髙
瀨 

晶
子 

先
生（
今
任
小
学
校
）

▼
坂
本 

彬
行 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
塚
本 

涼
香 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
神
馬 

誠
吾 

先
生（
稲
築
西
小
学
校
）

▼
岡
﨑 

絵
里 

先
生（
新
規
採
用
）

●
今
任
小
学
校

▼
栗
林 

秀
幸 

校
長
先
生（
大
任
中
学
校
）

▼
中
山 

謙
一 

先
生（
川
崎
小
学
校
）

▼
福
澤 

直
子 

先
生（
大
任
小
学
校
）

▼
中
園 

佳
代 

先
生（
植
木
小
学
校
）

▼
溝
口 

な
な
美 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
北
原 

直
子 

先
生（
金
田
小
学
校
）

▼
日
高 

徹 

先
生（
新
規
採
用
）

●
大
任
中
学
校

▼
安
藤 

志
保
美 

校
長
先
生（
大
任
中
学
校
教
頭
）

▼
中
瀬 

博
之 

教
頭
先
生（
川
崎
小
学
校
）

▼
其
上 

利
幸 

先
生（
添
田
中
学
校
）

▼
森
下 

ひ
と
み 

先
生（
大
任
小
学
校
）

▼
島
居 

光
希 

先
生（
新
規
採
用
）

▼
森
方 

良
一 

先
生（
新
規
採
用
）

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
係　

☎
63
・
３
１
１
０

大任小学校今任小学校大任中学校

期待と不安を胸に
新１年生入学式

今任小学校１年１組
男子　10 人 女子　６人
担任　福澤 直子 先生

大任小学校１年１組
男子　12 人 女子　16 人
担任　香川 ゆかり 先生

大任中学校１年２組
男子　11 人 女子　11 人
担任　森方 良一 先生

大任中学校１年１組
男子　11 人 女子　11 人
担任　後藤 健太 先生

　
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
大
任

小
学
校
・
今
任
小
学
校
で
４
月

10
日
に
、
大
任
中
学
校
で
４
月

11
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
大
任
小
学
校
28

人
、
今
任
小
学
校
16
人
、
大
任

中
学
校
44
人
の
新
１
年
生
が

入
学
。
両
小
学
校
の
入
学
式
で

は
、
校
長
先
生
や
来
賓
が
あ
い

さ
つ
を
す
る
と
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
あ
い
さ
つ
を
返
す
小
学
１

年
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
入
学
式
で

は
、
緊
張
の
表
情
が
あ
り
な
が

ら
も
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
中

学
１
年
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
永
原
譲
二
町
長

は
新
入
生
に
向
け「
入
学
お
め

で
と
う
。
中
学
校
で
の
３
年
間

は
、
勉
学
に
励
み
、
大
き
な
目

標
や
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。
努
力
は
、
結
果
と

し
て
す
ば
ら
し
い
経
験
と
な
っ

て
、
将
来
の
進
路
を
選
択
す
る

力
と
な
る
の
で
、
そ
の
基
礎
を

大
任
中
学
校
で
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
小
・
中
学

校
い
ず
れ
も
各
教
室
で
、
初

め
て
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ

れ
、
児
童
と
生
徒
は
担
任
の
先

生
の
話
を
一
生
懸
命
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

新
規
採
用
職
員
紹
介

　

新
し
い
環
境
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
大
任
町
に
貢
献
す
る
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。 産業経済課　藤川 剛
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

① 元気いっぱいに選手宣誓を
した大任小学校６年生。
② 雨やヒョウが降る不安定な
天候の中、商工会による無料の
しじみ汁が振る舞われ、会場に
訪れた人の身体を温めました。
③ 豪華景品が当たる抽選会で
抽選番号を確かめる子どもたち。
④ 新たな思い出を作る参加者。
⑤⑥⑦⑧ 雨やヒョウが降る厳
しい状況の中でも、ゴールを目
指し走り続ける参加者。

　

４
月
２
日
、「
第
27
回
花
と
し
じ
み

の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
＆
第
29
回
花

い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
と
な
っ
た

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
内
外

か
ら
参
加
し
た
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や
家

族
連
れ
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
永
原
町
長
が「
大
任

町
の
桜
街
道
を
走
っ
て
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
選

手
宣
誓
で
大
任
小
学
校
６
年
生
の
山
本

楓
人
さ
ん
、
永
井
彩
花
さ
ん
、
立
道
な

づ
希
さ
ん
の
３
人
が
会
場
の
人
た
ち
が

見
守
る
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
抜

く
こ
と
を
誓
い
、
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン

の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

２
千
１
５
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
。

不
安
定
な
天
候
の
中
、
各
種
目
に
分
か

れ
て
順
に
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ー
ス
の
沿

道
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
声
援
を
送

り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、
雨
や
ヒ
ョ
ウ
が
降
る

中
、
大
任
町
商
工
会
よ
り
、
温
か
い

し
じ
み
汁
が
無
料
で
配
布
さ
れ
、
ラ
ン

ナ
ー
や
訪
れ
た
人
で
長
蛇
の
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
の
最
後
に

は
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ワ
ク
ワ
ク
大

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
読
み
上
げ
ら
れ
る

番
号
に
一
喜
一
憂
す
る
参
加
者
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。　

　
史
上
最
多
出
走
者
数
を
記
録
し
た
お

お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
。
今
年
も
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　３月19 日、福岡県立大学で田川民俗芸能祭、田川明日へ
の羅針盤第４回まちづくりフォーラム、麺ｓフェスタ 2017
が開催されました。田川民俗芸能祭では大任町から「おおと
う音頭保存会」が出演。踊る姿からは「次世代へ受け継いで
いこう」という意気込みが見受けられました。そして午後か
ら行われたまちづくりフォーラムでは、古代史研究をしてい
る大芝英雄さんが「豊前王朝」についてを講演し、神功皇后
紀を読む会主宰の福永晋三さんが「倭王朝の歴史とその遺構」
についてを講演しました。

田川で息づく伝承の舞
第３回田川民俗芸能祭

▼大任町の代表として見事な踊りを披露した「おおとう音頭保存会」

　４月15 日、大任町役場で春の交通安全祈願祭が行われま
した。祈願祭には、警察関係者や町の議会議員など約 30 人
が出席し、交通事故防止の決意を新たにしました。浦野幸治
副町長は「死亡事故が長年起きていないのは、皆さんの協力
があるからだと思います。今後も事故防止にご協力をよろし
くお願いします」とあいさつ。
　式典終了後、町内全体に交通安全を呼びかけるパレードを
行い、最後に道の駅の物産館（もみじ館）前で交通安全啓発用
チラシを配布しました。

交通事故防止を決意
春の交通安全祈願祭を開催

▲役場庁舎内で行われた祈願祭で事故防止を祈願する参加者たち

　４月17 日、大任町役場で福岡県田川警察署大任交番落成
式が行われました。式には、永原譲二町長や米丸年一議長、

警察関係者などが出席。町を代表して永
原町長は「新交番落成を契機として、犯
罪防止や防犯体制の強化、事件・事故に
対する迅速な対応など、町の治安維持に
一層の努力をお願いします」と祝辞を述
べました。

町の防犯活動の拠点として
福岡県田川警察署大任交番落成式

▼４月17日に行われた福岡県田川警察署大任交番落成式の参加者

　３月24日、大任町役場で全国大会に挑む田川ホークスナイン
に向け、浦野幸治副町長は「日ごろの練習の成果を発揮して、大
任町をしっかりアピールして来てください」と激励の言葉を送りま
した。そして、３月25日に沖縄県で開催された「第１回全日本選
抜中学硬式野球大会」で田川ホークスは見事３位を勝ちとり、昨
夏の全日本選手権ポニー大会優勝に引き続き、現チームも力を示
した。主将の石松爽君は「試合を重ねるごとにチームがまとまっ
ていく感触があったが、打線がつながらなかった」と話しました。

全員野球で実力を発揮
全国３位を勝ち取った田川ホークス

▲浦野幸治副町長が全国大会に挑む田川ホークスナインに向け激励

第27回花としじみの里おおとうマラソン
史上最多出走者数の2,150人を記録

１

２

３

４

５

６

７

８
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・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
の
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば

学
生
も
加
入
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
場
合
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

・
対
象
者
お
よ
び
条
件

　
対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
各
種
学
校（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す

る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

・
承
認
期
間
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。
し

か
し
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も

在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
始

め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を

希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
日
本
年
金
機
構
に
返
送
し
て

〈所得のめやす〉　118 万円＋（扶養親族などの数× 38 万円）

６

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

Information

腕自慢たちが集結

第 18 回大任町長杯

　次のとおり、第 18 回町長杯囲碁大会を
開催します。
■とき　５月14日日　受付：８時30分
■ところ　大任町公民館２階 和室
■対象者　大任町在住者
■参加費　1,000円（弁当など）
問大任町囲碁同好会会長 佐々木 次男
☎ 63・3105

　農地の賃借料情報のお知らせ
　賃借料情報は平成 28 年４月から平成
29 年３月に締結された賃借契約の賃料に
関するデータにより集計したものです。
※賃借料情報は今までの標準小作料とは
違い、拘束力はなく賃借料の参考として
提供するものです。賃借料は対象農地の
状況などに合わせ、設定してください。
問大任町農業委員会　☎ 63・3001

最高額 最低額 平均額

大任町
全体 38,647 1,559 11,146

大行事 16,453 1,559 10,056

今任原 38,647 2,351 12,054

田（水稲）の賃料　※10a あたり　　　単位：円

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税
平成29年
６月30日

平成29年
８月31日

平成29年
10月31日

平成30年
1月31日

固定資産税
平成29年
5月31日

平成29年
８月31日

平成29年
10月31日

平成29年
12月25日

軽自動車税
平成29年
5月31日

ー ー ー

町税
納期

　固定資産評価審査委員会を紹介します
　４月１日付で、渡辺博之さん、奥田一成さん
に、浦野幸治副町長から固定資産評価審査委
員の辞令が交付されました。
　委員会は３人で構成され、任期は３年間で
職務は町と独立した中立的・専門的な立場から
固定資産課税台帳に登録された事項に関する
不服の審査や決定、その他の事務を行います。
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

町
税（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
）は
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な

財
源
で
す
。
こ
の
町
税
は
、
定
め
ら
れ

た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
任
町
で
は
税
負
担
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
、
督
促
状
を
送
付
し

納
税
を
促
す
ほ
か
、
そ
れ
で
も
納
税
に

応
じ
な
い
場
合
は
預
貯
金
や
給
与
の
差

し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
滞
納
整
理
に
は
、
多
額
の
費

用
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
費
用
も
皆

さ
ん
の
税
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
税
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
の
各
町
税
の
納
期
限
は

下
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
税
務
課

☎
63
・
３
０
０
２

町
税
の
納
期
限
内
納
付
の
お
願
い

　
６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
悩

み
や
い
じ
め
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　
６
月
７
日
㈬　
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　
大
任
町
役
場（
視
聴
覚
室
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
福
岡
県
で
は
、
身
体
障
害
者（
児
）を
対

象
と
し
た
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　
５
月
30
日
㈫　
10
時
～
15
時

（
12
時
～
13
時
は
診
察
を
行
い
ま
せ
ん
）

■
※
受
付
は
９
時
30
分
～
14
時（
予
約
人

数
が
20
人
以
下
の
場
合
は
、
午
前
中
で

終
了
し
ま
す
）

■
と
こ
ろ　

川
崎
町
役
場 

川
崎
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具

費
の
新
規
支
給
、
再
支
給
、
修
理
の
要

否
判
定
、
処
方
な
ど

※
補
聴
器
、
電
動
車
椅
子
の
判
定
や
身

体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
の
作
成
な
ど

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
予
約
制
）

　

県
内
に
在
所
す
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、

募
集
戸
数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
募
集
案

内
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

■
募
集
案
内
書
配
布
場
所　

公
社
管
理

事
務
所
出
張
所
、
県
内
の
各
市
役
所
、

町
村
役
場
な
ど

問
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社 

県
営
住
宅
管

理
部 

管
理
課 

管
理
係

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
相
談
料　
無
料

問
福
岡
法
務
局
田
川
支
局
内 

田
川
人
権

擁
護
委
員
協
議
会

☎
44
・
１
４
２
６

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
事
前
予
約
締
切　
５
月
８
日
㈪ 

17
時

ま
で

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳

※
必
ず
本
人
が
来
場
し
、
前
回
交
付
を

受
け
た
補
装
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
住
民
課 

社
会
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
図
書
室
に
て「
読

み
語
り
」や「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り
」を

行
い
ま
す
。

■
と
き　

６
月
４
日
㈰　
10
時
30
分
～
12
時

■
と
こ
ろ　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
図
書
室

■
定
員　
16
人

■
対
象
者　
中
学
生
ま
で

■
申
込
先　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
図
書
室

問
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
図
書
室

☎
63
・
４
８
３
２

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納

税
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
５
月
初
旬
に

送
付
す
る
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

５
月
31
日
㈬　

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
２
２

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

消防団を名乗る集金詐欺（未遂）が発生

集金詐欺に注意

　消防団を名乗る県民火災共済の集金詐
欺に注意してください。
　本年２月頃、私服の男性が一般家庭を訪
問し、「消防団の県民火災共済の集金に来
ました」という詐欺（未遂）が発生しました。
　町の消防団員は、活動の際に消防団の活
動服やはっぴの着用をお願いします。
問総務企画財政課 総務係　☎ 63・3000

大任町担当の松﨑茂彦さん

行政相談委員を紹介

　総務大臣から平成29年４月１日付けで松
﨑茂彦さんが、大任町担当の行政相談委員
に委託されました。行政相談委員は、地域
での皆さんの身近な相談相手として、行政
サービスに関する相談を受け付け、相談者
への助言や関係行政機関への通知などを無
報酬で行っています。
　また、毎月第１水曜日に10時から12時
まで役場視聴覚室で行政相談所を開いてい
ます。
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000

▲左から、渡辺博之さん、現職の佐々木正憲さん、奥田一成さん

く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
人
へ
お
知
ら
せ
で
す
。

　

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
同
一
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ

の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の

申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学

証
明
書
か
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不

要
で
す
）

　

な
お
、
平
成
29
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成

し
て
送
付
し
ま
す
。

※
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
千
４
９
０

円
で
す
。（
平
成
30
年
度
は
月
額
１
万
６

千
３
４
０
円
で
す
）

問
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５
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●種　属　ハシラサボテン亜科マミラリア属
●原産地　南米
●特　徴　ブカレンは、マミラリアの一種です。マミ
ラリアとは、コブがあるという意味のラテン語からき
ていて、直径１cmほどの赤い小さな花が咲きます。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

●作品名　「絵てがみ」
（大任町文化連盟絵てがみ教室から選出）
●作者　植田 定子 さん

●コメント
「下手でいいという﨑山惠子先生の言葉
のおかげで、教室を続けることができて
います。教室に通い出してから、作品な
どを細かくみるようになりました」

　
お
お
と
う
史
学
で
は
、
町
内
の
文
化

財
や
歴
史
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
稲い

な

荷り

山や
ま

横よ
こ

穴あ
な

墓ぼ

群ぐ
ん（
西
白
土
）出
土
の
大お
お

甕が
め
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

大
甕
は
、
液
体
を
貯
蔵
す
る
役
割
を

も
つ
も
の
で
す
。
古
墳
や
横
穴
墓
で
は
、

し
ば
し
ば
出
土
し
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

打
ち
割
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
古
墳
の
前
で
、
死
者
と
の
別
れ

の
儀
式
の
と
き
に
、
酒
な
ど
を
酌
み
交
わ

し
た
後
、打
ち
割
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
今
回
紹
介
す
る
大
甕
は
打
ち

割
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
供
え
と

し
て
死
者
の
食
べ
物
な
ど
を
入
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

甕
は
須す

恵え

器き

製
で
、
古
墳
時
代
を
代

表
す
る
焼
き
物
で
す
。
色
調
が
灰
色
、
質

感
は
硬
質
で
、
同
時
代
の
土は

師じ

器き

と
外

見
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
成
方

法
も
土
師
器
は
素
焼
き
で
焼
か
れ
る
の
に

対
し
て
、
須
恵
器
は
登
り
窯
を
使
用
し
て

焼
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
紹
介
す
る
大
甕
は
、
口
の
直

径
20
㎝
、
高
さ
40
㎝
、
最
大
の
直
径
が
35

㎝
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
で
す
。
甕
の
表

面
や
内
面
な
ど
の
細
か
い
部
分
を
観
察

し
て
み
る
と
、
色
々
と
お
も
し
ろ
い
こ
と

古
墳
出
土
の
大お

お

甕が
め

第 132 話

が
分
か
り
ま
す
。
表
面
と
内
面
に
は
、
く

ぼ
ん
だ
部
分
と
文
様
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
甕
を
つ
く
る
際
の
表
面
調
整
の
痕

跡
で
す
。
当
て
具
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
内

面
に
当
て
、
外
面
か
ら
羽
子
板
状
の
道
具

で
叩た

た
い
た
痕
跡
で
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ

は
、
器
の
素
地
の
中
に
空
気
が
多
く
ふ
く

ま
れ
て
い
る
の
を
外
に
出
す
た
め
で
す
。

叩
き
と
呼
ば
れ
る
技
法
で
、
現
在
も
使
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
空
気
を
外
に
出
さ

な
い
と
、
窯
の
中
で
焼
く
と
き
に
中
の
空

気
が
膨
張
し
、
破
裂
し
ま
す
。
そ
こ
で
破

裂
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
叩
き
の
技
法
が

使
わ
れ
て
い
て
、
叩
き
の
痕
跡
が
甕
の
内

側
と
外
側
に
つ
い
て
い
ま
す
。
昔
の
人
た

ち
は
、長
年
培
わ
れ
て
き
た
経
験
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
大お
お

甕が
め

▶
内
面
の
文
様
の
様
子

◀
表
面
調
整
痕（
へ
こ
ん
で
い
る
部
分
）

ブ
カ
レ
ン

大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

口
こう

腔
くう

ケアについて

　

口こ
う

腔く
う

ケ
ア
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病
予

防
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健
康

を
守
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
介
護
の
現
場
で
は
口
腔
ケ
ア

が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
も
、
口
腔
ケ
ア

を
行
う
事
業
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
で

は
、
ど
の
よ
う
な
口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
食
後

な
ど
の
歯
磨
き
指
導
や
食
べ
物
を
飲
み

込
む
際
に
必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
、

唾
液
の
分
泌
を
促
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
口
腔
ケ
ア
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
の
予
防
の
た

め
で
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
と
は
、
カ
ゼ
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
を

原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
食
べ
か

す
や
口
の
中
で
増
え
た
細
菌
が
、
肺
の

中
に
入
る
こ
と
に
よ
り
発
症
す
る
肺
炎

の
こ
と
で
す
。
こ
の
肺
炎
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
口
腔
ケ
ア
が
と
て
も
大
切
に
な

り
ま
す
。

　

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
に
は
、
食
後

の
歯
磨
き
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
あ
る

程
度
の
唾
液
の
分
泌
も
必
要
に
な
る
の

で
す
が
、
高
齢
に
な
る
と
そ
の
量
が
減
っ

て
し
ま
い
、
結
果
、
食
事
の
と
き
に
む

せ
や
す
く
な
っ
た
り
、
口
の
中
が
不
潔

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
歯
を
失
っ

て
も
入
れ
歯
な
ど
を
使
用
し
、
よ
く
噛

ん
で
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
認
知
症
の

予
防
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
嚙
む

と
い
う
あ
ご
を
開
け
た
り
閉
じ
た
り
す

る
動
き
が
、
脳
に
酸
素
や
栄
養
を
送
り

血
流
も
良
く
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
口
腔
内
の
状
態
が
悪

い
と
、
糖
尿
病
を
発
症
す
る
危
険
性
が

高
ま
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
も
口

腔
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
は
、
積
極
的
に

進
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　
　

が、半日くらいすると赤く腫れて痛み
やかゆみがあり1週間くらい症状が続
きます。
●蜂…激痛があり、時には全身に蕁

じん
麻
ま

疹
しん

が発症し、ショック状態を引き起こ
す場合があります。

蜂には注意！
　日本では、毎年40 ～ 50人ほどがハ
チに襲われ亡くなっています。ハチ毒
などが原因で起こる急性アレルギー反
応のことをアナフィラキシーショック
と呼び、刺傷後、数分から15分ほどで
症状があらわれます。症状は、全身の
じんましん、血管のむくみ、呼吸困難、
意識喪失、けいれん、嘔吐、下痢などで、
治療が遅れた場合、生命の危険性もあ
ります。

治療としては？
　一般的な虫刺症では、かゆみや痛
みがひどい場合は、ステロイド外用薬
と抗ヒスタミン薬の内服が一般的です
が、医師の指示に従い治療しましょう。

虫
ちゅう

刺
し

症（虫刺され）とは、蚊や
ノミ、ダニ、ブヨなどによ

る吸血昆虫や、ハチ・アリなどの非吸
血昆虫に刺されることにより起こる激
しいかゆみと発疹のことです。今回は、
そんな虫刺症についてご紹介します。

症状としては？
　昆虫に刺された
後、刺されたと
ころを中心に激
しいかゆみや痛
みが起こり、紅
色の盛り上がり
ができます。ま
た昆虫によって
刺されるところ
や症状に以下の
特徴があります。
●ダニ…下腹部
や太もも内側などの皮膚の柔らかい部
位に多い。
●ブヨ…刺したときは痛みも、かゆみ
もなく気が付かないことが多いです

アナフィラキシーショックには命の危険があります
いきいき
国保

虫刺されには十分注意しましょう。

　また、蜂に刺されアナフィラキシー
ショックを起こしたときには、生命の
危険があるため、早急な治療が必要で
す。もし、刺された場合は、毒の種類
にかかわらず、直ちに流水で毒液を絞
り出すようにして患部を洗い流し、医
師の診察を受けましょう。
問住民課 国保係　☎63・3004

2017. ５月号 10
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　日本最大級の道の駅で、九州の温泉では最初の薬石湯
（嵐の湯）を備えた温泉療養および豪快さ・爽快さが楽し
める温泉施設として誕生しました。オープン以来、温泉
素人軍団は「お客様のために」を合言葉にベクトルを合わ
せ、従業員全員が接客において「同一レベルのサービス」
ができるよう努力してきました。今後も「お客様のために」
を合言葉に従業員一同頑張っていきます。

島袋 剛さん
道の駅おおとう桜街道副支配人

町と地域をつなぐ糸

　夫婦で協力しながら、年間を通じて季節の野菜や果物
を100種類近く栽培しています。こだわりは酵素やカル
シウムを使った特別栽培。味が良いと評判で、収穫した
野菜や果物は「道の駅おおとう桜街道」に毎日出荷してい
ます。道の駅に訪れる人のために、今後も夫婦で協力し
ながら、大任町産の野菜や果物を道の駅に出荷できるよ
う頑張っていきたいと思います。

（左）永原 靖和さん
（右）永原 タケコさん

夫婦で協力しながら
頑張っていきます

健康増進のためにもぜひ
「嵐の湯」を体験ください

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

問道の駅おおとう桜街道 さくら館　☎63・4126

５月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

30 １ 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

● お べ ん と う バ ス  　　　　　　　　 真 珠 ま り こ 著
● イ ベ ン ト お り が み　          　 主 婦 の 友 社 著
●湿地生物のサバイバル　　　　　　　 洪 在徹　　　 著
●どうぶつのたいじゅうそくて　　　聞かせ屋。けいたろう 著

CD
●吉幾三全曲集　　　　　　　　　        　　　　　吉 幾三

一般書
● 老 人の極 意  　　　　　　　　　　 村 松 友 視    著
● 騎 士団長 殺し（第１部） 　　　　　 村 上 春 樹    著
● 騎 士団長 殺し（第２部） 　　　　　 村 上 春 樹    著 
● 何様  　　　　　　　　　　 　　　 朝 井 リョウ  著
児童書
● ぽ ん ぽ ん  　　　　　　　　　　   真 珠 まりこ 著

　６月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真
を募集します。次回の締め切りは５月12日金です。
問総務企画財政課 広報係
☎63-3000

　去る、４月10日の入学式で、本年度は28人の新１
年生が仲間入りしました。新入生にとってはとても長
い式だったと思いますが、皆行儀良く、一生懸命に話
を聴いたり大きな声で返事をしたりと、立派な態度で
の参加ができました。また、在校生を代表して入学式
に参加した６年生は、そのきびきびとした姿や優しい
世話の姿で立派な最上級生ぶりを示してくれました。
新１年生も、保護者の皆さんも優しく頼りがいのある
６年生の姿に安心し、学校生活がとても楽しみになっ
たことだと思います。　
　本年度は「自立する児童・協働する児童・創造する児
童」を学校教育目標に、職員一丸となって191名の“お
おとうっ子の知・徳・体をグングン伸ばしていきたいと
思います。皆様の温かいご理解とご支援・ご協力をよろ
しくお願いいたします。
問教育委員会 学校教育係　☎63・3110

28 人の新１年生が仲間入りしました！

教 育 信通 大 校学任 小

 ち ゃ ん ２歳
Ｈ27年５月１日生まれ

上今任・女の子

vol .109 

▼社会教育委員長として町の社会教育向上に尽力

一人ひとりの力を伸ばす
　「大任町の方々の協力に感謝しています。今後ともよろし
くお願いします」と話してくれたのは永原修二さん。現在、
社会教育委員長や就労継続支援Ｂ型事業所のぞみの里施設
長、学校支援地域本部委員、福岡県精神障害者社会復帰協
議会会長など多くの役を務め、町や福岡県の発展のために
尽力しています。
　永原さんに社会教育委員の活動について聞くと「10年以
上にわたり委員を務めてきましたが、以前に比べ社会教育
委員として自身の活動が減ったように感じます。今回、大
任町が平成29年、30年と田川郡社会教育委員連絡協議会
の事務局となるので、これを機会に田川地区で協力し、何
か新たな行事を実現できればと思います」と話してくれまし
た。また、永原さんはのぞみの里について「施設ができて
20年が経ちます。現在は、
しいたけを栽培して、道の駅
や町内のスーパーに出荷し
たり、学校給食に使用しても
らったりしています。そして
地域交流活動として、平成13年から大任小学校に毎年１回
障害について講話をし、子どもたちとはイモ作りを通じて交
流活動などを継続して行っています」と話し、今後の活動
については「役場の教育課との連携を深めて活動し、町の未
来を担う子どもたちの健全育成のために尽力していきたい
ですね」とさまざまな活動に対する思いを語ってくれました。

永
な が

原
は ら

 修
しゅう

二
じ

さん （下今任）

クローズ・アップ

−社会教育委員長・のぞみの里施設長− vol .127

ち ゃ ん １歳
Ｈ28年５月12日生まれ

上今任・女の子
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故   11 件 （35 件）
●人身事故   ３件 （８ 件）
●死亡者数   ０件 （０ 件）
●負傷者数   ４件 （13 件）

（　）内は平成 29 年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 １ ２ ３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ 子どもの日 ６
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

大任小歓迎遠足

７ ８ ９ 10 11 12 13
WeLove Ohto
運動並木手入れ

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

今任小１・４年
交通安全教室

大任小学習参観

14 15 16 17 18 19 20
大任町町長杯い
きいき囲碁大会

【公民館２階和室 
受付：８時 30分〜】
※詳細は９ページ

大任中PTA
校内除草作業

【16時〜 17時30分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室 13時30分
〜 14時30分】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

21 22 23 24 25 26 27
大任中体育会

【中学校グラウンド 】
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

大任小１・４年
交通安全教室

今任小土曜授業
（PTA親子除草作業）

28 29 30 31 1 2 3
身体障害者巡
回相談

【 川 崎 町 コ ミ ュ ニ
ティーセンター ９時30
分〜14時】
※詳細は９ページ
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

チャレンジデー
【大任町内全域 0時〜
21時 】
※詳細は15ページ

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）
●糸田祇園山笠

■とき　５月13日土～ 14日日　
■ところ　フェスティバルパーク（糸田町）
■内容　300年以上続く伝統行事で、高さ最大９メー
トル、重さ２トン以上にもなる豪華絢爛な飾り山笠を
担ぎ、町内を練り歩きます。
問糸田町役場 地域振興課　☎26・4025

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●風治八幡宮川渡り神幸祭

■とき　５月20日土～ 21日日　
※川渡り神事は20日15時30分ごろから、21日13時

30分ごろからの予定

■ところ　彦山川周辺（田川市伊田）
■内容　450余年の歴史を誇る、福岡県の五大祭りの
ひとつに数えられる祭りです。豪華絢爛な２基の神輿
を先頭に、色とりどりの巨大なバレンを立てた山笠11
台が、勇壮華麗に彦山川を渡ります。
問田川市役所 たがわ魅力向上課　☎85・7147

●春日神社神幸祭

■とき　５月27日土～ 28日日　
■ところ　JR田川後藤寺駅周辺
問田川市役所 たがわ魅力向上課　☎85・7147

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●2017飯塚国際車いすテニス大会国際交歓会

■とき　５月20日土　18時～ 20時
■ところ　金田体育館（福智町）
■内容　飯塚国際車いすテニス大会の出場選手が集う
交歓会が福智町で開催されます。獅子舞などの日本の
伝統文化を披露して、海外の選手たちをもてなします。
問福智町役場 福祉課　☎22・7763

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 29 年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,711 人  （－ 21）   730 人（＋５） 2,441 人（－ 16）
女 1,690 人  （－ 14） 1,120 人（＋１） 2,810 人（－ 13）
計 3,401 人（－ 35） 1,850 人（＋６） 5,251 人（－ 29）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,519 世帯（ー３）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
４
月
２
日
に
行
わ
れ

た「
第
27
回
花
と
し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ

ラ
ソ
ン
」で
走
る
ラ
ン
ナ
ー
の
様
子
で
す
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
先
日
、
職
場
の
先
輩
の
家
に
泊
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。
本
当
に
カ
レ
ー
が
美
味
し
く

お
か
わ
り
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
可
愛

い
い
ん
で
す
。人
生
２
回
目
の
風
呂
入
れ
と
、

初
め
て
の
ハ
ミ
ガ
キ
の
仕
上
げ
を
し
ま
し

た
。
で
も
、
寝
か
し
つ
け
は
失
敗
。
子
育
て

は
大
変
だ
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
近
づ
い
て
き
て
く
れ
る
と
疲
れ
が
吹
っ
飛

び
ま
す
。
あ
あ
、
私
も
早
く
結
婚
し
て
家

庭
が
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
勇
輝
）

　５月 31日、町内全域を対象として、住民参加型スポーツイベント「チャレ
ンジデー」が開催されます。
　「チャレンジデー」とは、15 分間以上続けて運動やスポーツなどで身体を
動かした人の数を集計し、住民の参加率を対戦相手と競い合うイベントです。
■とき　５月 31日水　0 時～ 21時
■対象　町内にいるすべての人。また、町民以外の在勤者、学生、観光客
なども参加可能。年齢、性別などの制限もありません。
■ところ　町内であれば自宅や学校、職場、スポーツ施設など、場所を問い
ません。
■対戦相手　秋田県 小坂町
■参加方法　運動やスポーツイベン
トなどをした人は、大任町チャレン
ジデー実行委員会本部に報告してく
ださい。
※報告は１人１回限り
問大任町チャレンジデー実行委員会
☎ 63・3110

あなたの参加が町を勝利へと導く
住民参加型スポーツイベント大任町チャレンジデー 2017

５/31
水

開催

　大任町教育委員会では学力向上を目的とし、本年度より「おおとう未来塾」
の対象を以下のとおり変更します。
■対象者　中学１～３年生、小学１～６年生（新たに小学１～３年生を追加）
■教科　小学生：算数・英語　中学生：数学・英語
問教育課 学校教育係　☎ 63・3110 （入塾申込先）

「おおとう未来塾」の対象学年が変わります
無料の公的塾「おおとう未来塾」の塾生を募集

５/12
金

まで

14日日
レインボーホール

花植え ９時～

固定資産税　第１期納期限
軽自動車税　納期限

5月31日水

大任中中間考査
24日水～ 26日金

　中体連春季大会　
27日土～ 28日日

2017. ５月号 14
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おおとう
　　議会報告

2017

３
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 29 年３月定例会が３月２日から
８日までの７日間の日程で開会されまし
たので、その審議内容と結果をご報告い
たします。

 ( ２日 ) の審議経過

記
　３月　２日　議会本会議 （出席者 11名、欠席者０名）
　　　　　    （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　３月　３日　総務常任委員会 （専決処分の承認を求めることについて）（平成 28 年度大任町　
　　　　　　  一般会計補正予算について等の審査）
　３月　６日　地域振興常任委員会（専決処分の承認を求めることについて）（平成 28 年度大任
　　　　　　  町し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特別会計補正予算について等の
　　　　　　  審査）
　３月　８日　議会本会議（出席者 11名、欠席者０名）
　　　　　    （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
９
番
、
奥
永
明
正
君
及
び
10

番
、
宮
本
孝
一
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

（
全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
２
日
か

ら
８
日
ま
で
の
７
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
）

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
請
願
書
、
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、

請
願
書
が
１
件
あ
り
ま
す
が
、
議
会

運
営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
各
議

員
に
配
布
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

２
、一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
13
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、専
決
処
分
の
承
認
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
。
平
成

28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
。
平
成
29
年
度
一

般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算

等
、
合
わ
せ
て
６
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
２
月
１
日
、
２
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
行
政
視
察
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
田
川
郡
内
各
町
村

が
田
川
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
へ

加
入
し
、
し
尿
・
ゴ
ミ
処
理
事
業
を

共
同
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
町

村
議
会
議
長
が
当
該
事
務
組
合
議

員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体

の
事
務
事
業
を
視
察
し
、
将
来
的
に

生
じ
る
で
あ
ろ
う
地
域
の
諸
問
題
の

解
決
、
当
該
事
業
の
実
施
に
伴
う
地

域
活
性
化
、
町
村
振
興
策
の
た
め
の

調
査
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

宮
崎
県
宮
崎
市
の
公
益
財
団
法
人
、

「（
宮
崎
県
環
境
整
備
公
社
）エ
コ
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
・
み
や
ざ
き（
ゴ
ミ

処
理
施
設
）」へ
の
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

○
２
月
20
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
全
国
及
び
福
岡
県

町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
本
町
よ
り
３
名
の
特
別
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
28

年
度
会
務
報
告
、
平
成
29
年
度
事

業
計
画
及
び
歳
入
歳
出
予
算
等
５
議

案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
閉
会
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
３
月
定
例
会
に
向
け
て
の
議
会
運

営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

３
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の
７
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
１
号

「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
専
決
第
１
号
平
成
28
年

度
大
任
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
」か
ら
同
意
第
２
号「
大
任
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」ま
で
の
23
議
案
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る

こ
と
に
決
定
致
し
、
同
意
第
１
号
・

同
意
第
２
号「
大
任
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、

一
括
議
題
と
し
て
２
日
の
本
会
議
で

採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
請
願
、
陳
情
、

一
般
質
問
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
請

願
が
一
件
あ
り
ま
し
た
が
、
各
議
員

へ
配
布
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
平
成
28
年
12
月
22
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
平
成
28
年
第
３
回
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例

会
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
認
定
第
１
号

「
平
成
27
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
」で
あ
り
、
原
案
の

と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。
議
案

第
10
号「
職
員
の
勤
務
時
間
。
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」で
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。
議

案
第
11
号「
福
岡
県
田
川
地
区
消

防
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
致
し
ま
し
た
。
議
案
第
12
号

「
平
成
28
年
度
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）に
つ
い
て
」は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
千
９
百
38
万
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

18
億
４
千
１
百
95
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
平
成
28
年
12
月
22
日
開
会
さ
れ

ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施

設
組
合
議
会
第
５
回
定
例
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
、

埋
立
処
分
施
設
を
大
任
町
で
の
建
設

に
つ
い
て
の
報
告
と
し
尿
処
理
施
設

建
設
に
つ
い
て
２
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
議
案
第
７
号
、
田
川
郡
東
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
等
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
第
８
号
、
平
成
28
年
度

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

米丸年一 議長 毛利英文 副議長 佐々木次男 議員 松下太 議員 宮本孝一 議員
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の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
平
成
28
年
度
大
任
町
し
尿
処

理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分
施
設

建
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
）

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

町
道
路
線
の
認
定
、

変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

平
成
29
年
度
大
任

総務常任委員会
３日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
平
成
28
年
度
大
任
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
）

　

内
容
は
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
よ
り
、
埋
立
処
分
施
設

建
設
に
伴
う
事
務
委
託
に
よ
る
、
し

尿
処
理
、
じ
ん
芥
処
理
、
埋
立
処
分

施
設
建
設
等
繰
出
金
に
か
か
る
費
用

で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
田
川
広
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
に
伴
い
、
田
川
地

区
に
お
け
る
新
た
な
奨
学
金
事
業
の

広
域
実
施
等
、
誰
も
が
等
し
く
教
育

を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
田
中
委
員　

奨
学
資
金
の
人
数
は

何
人
で
す
か
。

○
教
育
課
長　

人
数
は
、
田
川
地

区
で
70
人
と
定
め
て
い
ま
し
て
、
人

口
割
で
大
任
町
は
３
人
と
し
て
い
ま

す
。
３
人
と
し
て
い
ま
す
が
町
長
の

考
慮
に
よ
り
２
人
増
加
し
ま
し
て
５

人
と
し
て
い
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
税
法
及
び
地
方
交

付
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

税
条
例
の
改
正
の
中

で
、
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
の
医
療

費
控
除
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

医
薬
品
等
の
名
品
は
出
て
い
る
の
で

す
か
。

○
税
務
課
長　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
、
今
現
在
で
１
，

６
０
１
薬
品
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
品
と
し
て

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
ア
リ
ナ
ミ
ン

や
ツ
ム
ラ
の
漢
方
薬
等
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

薬
品
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
へ
行
け
ば
頂
け
る
の

で
す
か
。

○
税
務
課
長　

税
務
課
で
準
備
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
６
号　

大
任
町
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及

び
大
任
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
同
意
第
２
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

日
程
第
25

・
同
意
第
１
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

日
程
第
26

・
同
意
第
２
号　

大
任
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　
以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
７
号　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
及
び
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
大
任
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、
特
別
職
の

職
員
給
与
及
び
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
額
を
改
め
る
た
め
、
本
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
８
号　

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
11
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図

る
た
め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
導

入
し
た
場
合
、い
つ
頃
開
始
し
ま
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

平
成
31
年

１
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
12
号　

福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
福
岡
県
田
川
地
区
消
防

組
合
の
経
費
の
支
弁
方
法
を
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県
田
川
地

区
消
防
組
合
規
約
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

毎
年
負
担
金
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

出
動
回
数

及
び
人
口
割
に
つ
い
て
、
算
定
を
用

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
変
わ
り

ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
13
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
６
千
２
百
39
万
５
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

49
億
６
千
９
百
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
17
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

54
億
９
千
３
百
92
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
総

額
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

総
額
で

３
億
５
千
万
円
で
す
。

○
田
中
委
員　

地
方
創
生
に
つ
い
て
、

ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

平
成
27
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
現
在
、
先
行
型
と
し
ま
し
て
、

大
任
町
総
合
戦
略
策
定
事
業
で
大

任
町
人
口
移
動
の
策
定
と
大
任
町
総

合
戦
略
の
策
定
、
子
ど
も
医
療
費
支

援
事
業
と
し
て
４
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
で
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
、
単
費
継
続
事
業

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
介
護

人
材
育
成
事
業
と
し
ま
し
て
、
介
護

人
材
の
確
保
及
び
支
援
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

○
田
中
委
員　

数
年
前
か
ら
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
中
高
一
貫
校
の
進
み
具

合
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
永
原
町
長　

県
立
大
学
の
付
属
中

そ
れ
ぞ
れ
５
千
６
百
４
万
１
千
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
７
千
３
百
12
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
認
定
第
１
号
、
平
成
27
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
添
田
町
、
赤
村
、
大
任
町
、

香
春
町
、
川
崎
町
の
５
町
村
の
会
計

決
算
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
～
日
程
第
24

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
平
成
28
年
度
大
任
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

大
任
町
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及

び
大
任
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
及
び
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

2017. ５月号 18
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地域振興常任委員会
６日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

審
査
内
容

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
平
成
28
年
度
大
任
町
し
尿
処

理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分
施
設

建
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
）

　

内
容
は
、
議
案
第
１
号
、
専
決
第

１
号
で
専
決
処
分
し
た
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
を
繰
入
金
と
し
て
受
け

入
れ
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域

計
画
策
定
に
係
る
費
用
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

色
々
計
画
を
立
て
る

と
思
い
ま
す
。
議
会
に
説
明
が
あ
る

の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　

具
体
的
な
計
画
が
で

き
ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度
報
告
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
大
任
町
水
道
事
業
の
健

全
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

内
容
は
、
開
発
行
為
の
許
可
等
に
関

す
る
事
務
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
開

発
行
為
許
可
申
請
等
に
係
る
手
数
料

を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
10
号　

町
道
路
線
の
認
定
、

変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
丹
波
土
地
改
良
区
換
地

完
了
に
伴
い
、
路
線
の
認
定
、
変
更

及
び
廃
止
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
14
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
百
84
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９
億
２
千
９
百
10
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
千
２
百
20
万
２
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

10
億
１
千
３
百
52
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

汚
泥
再
生
処
理
施
設

予
算
が
減
額
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

い
う
も
の
を
作
る
の
か
説
明
し
て
ほ

し
い
。

○
住
民
課
長　

現
在
は
、
造
成
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
減
額
分
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
造
成
工
事
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　

汚
泥
再
生
処
理
施
設

で
あ
れ
ば
汚
泥
を
再
生
す
る
施
設
を

作
る
予
定
で
し
ょ
。
全
国
的
に
汚
泥

再
生
処
理
施
設
は
多
く
あ
る
が
、
汚

泥
再
生
し
た
も
の
を
販
売
す
る
の

か
、
ど
う
い
う
形
で
作
っ
て
い
き
た

い
の
か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

○
住
民
課
長　

資
源
化
と
い
う
こ
と

で
、
し
尿
処
理
で
出
て
く
る
汚
泥
の
残

り
の
部
分
で
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に

窒
素
成
分
が
多
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
資
源
化
す
る
と
き
そ
の
ま
ま

窒
素
成
分
の
多
い
も
の
と
し
て
使
用

す
る
か
、
或
い
は
、
そ
れ
に
窒
素
リ
ン

酸
、
カ
リ
の
三
肥
料
の
要
素
、
そ
れ
を

い
か
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
良
い
肥

料
を
作
る
か
ど
う
か
、
今
か
ら
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
16
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の

既
決
額
に
資
本
的
収
入
及
び
支
出
そ

れ
ぞ
れ
２
千
円
を
追
加
し
、
資
本
的
収

入
の
予
定
額
を
４
億
８
百
７
０
万
２
千

円
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

４
億
２
千
１
百
７
８
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

１
千
３
百
８
万
７
千
円
は
、
過
年
度
分

及
び
当
該
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
18
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
大
任
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
１
千
８
百
74
万

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
19
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
千
54
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
20
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
大
任
町
し
尿
処

理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分

施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

30
億
７
千
１
百
94
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
21
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

 

内
容
は
、
給
水
戸
数
２
千
４
百
88

戸
、
年
間
総
給
水
量
73
万
２
千
50

立
方
メ
ー
ト
ル
、
１
日
平
均
給
水

量
２
千
５
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収

益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
８
千
６
百
74
万
６
千
円
、
資

本
的
収
入
の
予
定
額
を
２
千
円

と
し
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

８
百
95
万
５
千
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

８
百
95
万
３
千
円
は
、
過
年
度
分
及

び
当
該
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

内
容
は
、
総

務
常
任
委
員
会
と
同
じ
で
す
の
で
20

ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
ま
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

高
一
貫
校
を
田
川
地
域
で
整
備
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
12
月
議

会
ま
で
に
県
の
教
育
整
備
の
周
期
目

標
の
中
に
、
こ
の
県
立
大
学
の
中
高

一
貫
校
付
属
高
校
の
設
置
を
入
れ
て

も
ら
う
よ
う
県
知
事
部
局
、
教
育
部

局
、
県
の
教
育
長
、
県
知
事
に
対
し

ま
し
て
、
委
員
会
か
ら
要
望
書
を
提

出
し
て
お
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

大
任
町
長
選

挙
、
花
と
し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ

ラ
ソ
ン
大
会
、
田
川
民
俗
芸
能
祭
に

つ
い
て
報
告

※
教
育
課　

小
中
学
校
の
卒
業
式
、

入
学
式
に
つ
い
て
報
告

※
産
業
経
済
課　

農
業
委
員
選
出
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

○
佐
々
木
委
員　

先
日
、
浄
化
槽
の

講
習
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。
大
任

町
の
場
合
は
、
平
成
23
年
の
総
合
計

画
の
中
で
、
毎
年
15
件
ず
つ
浄
化
槽

を
増
や
し
て
ま
す
が
、
平
成
23
年
以

降
も
１
年
で
15
件
ず
つ
増
え
て
い
く

の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ど
ん
な
形
で

水
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
の
か
。

○
住
民
課
長　

合
併
浄
化
槽
、
こ
れ

は
生
活
雑
排
水
、
生
活
排
水
、
台

所
の
簡
単
な
排
水
で
す
。
そ
れ
と
し

尿
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
し
尿
が
混

ざ
っ
た
方
が
処
理
も
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
を
一
緒
に
合
併
浄
化
槽

と
い
う
こ
と
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
へ
15
件
ず
つ
の
５
年
計
画

で
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
年
に

よ
っ
て
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
設
置
総
数
は
、
平
成
28
年
度

末
で
４
１
５
件
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

災
害
発
生
時
に
お

け
る
町
職
員
に
対
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
有
無
。
ま
た
、
訓
練
等
は
し
て
い

る
の
か
。
近
隣
市
町
村
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
お
聞
き
し
た
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

気
象
庁
の

警
報
が
出
れ
ば
、
担
当
職
員
が
24
時

間
、
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
待
機

し
、
役
場
消
防
団
員
、
課
長
、
本
部

長
と
し
て
町
長
を
含
め
た
と
こ
ろ
の

体
制
を
と
っ
て
あ
り
ま
す
。
女
性
職

員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報
の
収
集

や
避
難
者
の
介
護
、
炊
き
出
し
な
ど

を
今
ま
で
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
田
川
地

区
の
消
防
防
災
訓
練
と
県
の
各
研

修
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
で
あ
り
ま
す

が
、
町
長
が
田
川
地
区
消
防
組
合
の

管
理
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
平
成
25
年

度
よ
り
田
川
市
郡
で
消
防
団
を
中
心

と
し
て
更
な
る
防
災
の
強
化
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。
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　平成 29 年２月 20 日「福岡県町村議会議長会定期総会」において、本町議
会議員３名が特別表彰を受けられましたので報告致します。

議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
29
年
６

月
の
予
定
で
す
。

　

３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
11
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
６
日

午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
１
１
議
案
を

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

１
号
平
成
28
年
度
大
任
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
）

・
議
案
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第

２
号
平
成
28
年
度
大
任
町
し
尿
処

理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処
分
施
設

建
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
奨
学
金
給

付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

大
任
町
水
道
事
業

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

大
任
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

大
任
町
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及

び
大
任
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
及
び
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号　

大
任
町
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号　

町
道
路
線
の
認
定
、

変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

大
任
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号　

福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立
処

分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
16
号　

平
成
28
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
17
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
18
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
19
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
20
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
21
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
21
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
29
年
第
１
回
大
任

町
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

日
程
第
１
～
日
程
第
21

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
３
月
２
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
10
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
３

日
午
前
10
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
10
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　

  
（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

議 会 本 会 議
８日開会（審議経過）

　

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会「
特
別

表
彰
」町
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職

31
年
に
達
し
功
労
の
あ
っ
た
者

　
大
任
町
議
会 

議
員 

田
中
良
幸

　　

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会「
特
別

表
彰
」町
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職

23
年
に
達
し
功
労
の
あ
っ
た
者

　
大
任
町
議
会 

議
長 

米
丸
年
一

　　

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会「
特
別

表
彰
」町
村
議
会
議
員
と
し
て
在
職

23
年
に
達
し
功
労
の
あ
っ
た
者

　
大
任
町
議
会 

議
員 

丹
村
咲
男

田中良幸 議員米丸年一 議長丹村咲男 議員

※写真は本町定例議会での表彰伝達式の様子です
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